
朝霞市工事成績評定実施要領 

 

（目的） 

第１条　この要領は、「公共工事の品質確保の促進に関する法律」第７条に基

づき、朝霞市（公営企業を含む。）が発注する請負工事の成績評定（以下

「評定」という。）に必要な事項を定め、厳正かつ的確な評定の実施を図り、

もって請負業者の適正な選定及び指導育成に資することを目的とする。 

（評定の対象） 

第２条　工事成績の評定（以下「成績評定」という。）の対象とする工事は、

朝霞市（公営企業を含む。）が発注した１件の請負契約金額（契約金額を変

更したものにあっては、当初の契約金額をいう。）が500万円を超える請負

工事とする。 

（評定の内容及び考査項目） 

第３条　工事成績の評定は、工事の施工状況、目的物の品質等について行うも

のとし、評定内容及び考査項目は、土木工事にあっては、埼玉県土木工事成

績評定要領に準じて行うものとし、建築工事にあっては、埼玉県建築工事成

績評定要領に準じて行うものとする。 

（工事成績の評定者） 

第４条　成績評定を行う者（以下「評定者」という。）は、以下の者とする。 

(１)　朝霞市工事検査規則第４条第１項に規定する検査員 

(２)　朝霞市工事執行規則第11条に規定する監督員 

(３ )　工事を公平、公正に評価し得る者として、その工事を所管する課

（所）長が所属の職員のうちから指定する工事成績評定員 

（成績評定の方法） 

第５条　成績評定は、工事ごとに独立して行うものとする。 

２　監督員及び工事成績評定員である評定者は工事完成のとき、検査員である

評定者は完成検査実施のとき、それぞれ評定を行うものとする。 

３　評定は、監督又は検査により確認した事項に基づき、評定者ごとに独立し

て行うものとする。 

４　工事における「高度技術」「創意工夫」「社会性等」に関して、請負者か

ら実施状況を別紙様式１号により求めることとし、提出された内容を、成績

評定に反映させるものとする。 

５　前項により提出された内容については、監督員と工事成績評定員が協議の

上、工事成績評定に適切に反映させるものとする。 

（成績評定結果の報告） 



第６条　成績評定結果の報告は、工事の完成のときに行うものとし評定者は、

評定を行ったときは、朝霞市工事検査規則（平成元年朝霞市規則第12号）第

11条に規定する検査結果の報告に添付し市長に報告するとともに、工事検査

結果通知書に添付して工事主管部長に通知するものとする。 

（成績評定結果の通知公表） 

第７条　工事主管部長は、朝霞市工事成績評定結果通知公表実施要領（平成15

年朝霞市要領）の定めるところにより、工事成績評定の結果を当該工事の請

負者に通知し公表するものとする。 

（委任） 

第８条　この要領に定めるもののほか、必要な事項は、契約検査課長が別に定

める。 

附　則 

この要領は、平成14年10月１日から施行する。 

この要領は、平成14年10月１日以後に契約を締結した工事から適用する。た

だし、第７条の規定は、平成15年４月１日以後に契約を締結した工事から適用

する。 

附　則（平成20年６月１日） 

この要領は、平成20年６月１日から施行する。 

この要領は、平成20年６月１日以後に契約を締結した工事から適用する。 

附　則（平成21年４月１日） 

この要領は、平成21年４月１日から施行する。 

この要領は、平成21年４月１日以後に契約を締結した工事から適用する。 

附　則（平成21年９月１日） 

この要領は、平成21年９月１日から施行する。 

この要領は、平成21年９月１日以後に契約を締結した工事から適用する。 

附　則（平成31年２月25日要領第２号） 

（施行期日） 

１　この要領は、決裁の日から施行する。 

（経過措置） 

２　この要領の施行の際現にあるこの要領による改正前の様式による用紙につ

いては、当分の間、これを取り繕って使用することができる。 

附　則（令和７年６月１日要領第　号） 

　この要領は、令和７年６月１日から施行する。 

 

 



様式１号（工事成績評定実施要領第５条関係） 


